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微化石は，様々な堆積岩に含まれる顕微鏡サイズの化
石である．少量の試料から多産することから堆積年代及
び堆積環境の良質な指標となり，いわゆる示準化石なら
びに示相化石として優れた特徴を備えている．そのよう
な微化石（微古生物）の研究がもたらす生層序学的・地質
年代学的データは，産業技術総合研究所地質調査総合セ
ンターが主導的に取り組んでいる地域地質・海洋地質・
燃料資源等の研究に基礎的情報を提供するものであり，
特に堆積性地質体を対象とする5万分の1地質図幅・20
万分の1海洋地質図等の作成及びそれに立脚した地史編
纂において微化石データは重要な役割を担っている．本
特集は，微化石に関する全国規模の2つの研究集会（微
古生物学リファレンスセンター研究集会と放散虫研究集
会）の構成員から最新の成果を募って編集したものであ
り，収録された論文が扱う微化石の種類は放散虫・有孔
虫・珪藻・介形虫・コノドントと多岐にわたる．対象と
される地質時代も古生代デボン紀から第四紀に及んでお
り，微古生物学が持つ多様さと地質学への応用範囲の広
さを伺うことができる． 

微古生物学リファレンスセンター（Micropaleontological 
Reference Center：略称MRC）は，1968年以来の国際深海
掘削計画により蓄積された微化石標本アーカイブと利
活用を担う国際的な組織であり，日本では国立科学博
物館と宇都宮大学が拠点となって運用されている（谷村，
1998；谷村・相田，2012；齋藤ほか，2016）．微古生物
学リファレンスセンター研究集会は，微古生物に関する
知識の普及と学術交流を計ることを目的に各種微化石の
研究者が一堂に会する分野横断的な集会であり，MRCの
名を冠して2007年の第1回集会以来，年に一度のペース
で開催されている（第1表）．放散虫研究集会はその名の
通り放散虫研究者の情報交換の場として組織され，1981
年の第1回以来3年に一度ほどの割合で開催されている
息の長い集会である（八尾，2019；竹村，2019の第3表）．
集会後にはほぼ毎回論文集（放散虫研究集会論文集）が編

まれ，これまでに11号を数える．これら２つの研究集会
は，普段は独立に開催されているが，双方の活動を相互
に国内に広くアピールすることと微化石研究者による最
新の研究成果の情報共有をより促進することを目的とし
て，2016年度の山形大会において，初めて合同で開催す
ることとなった．

2016年度微古生物学リファレンスセンター研究集会・
第13回放散虫研究集会合同山形大会は，国立科学博物館
微古生物標本・資料センター，大阪微化石研究会（Network 
for Osaka Micropaleontologists: NOM），山形大学，東北
大学総合学術博物館，形の科学会，新潟大学コア・ス
テーション形の科学研究センター，産業技術総合研究所

（AIST）の共催，石油資源開発株式会社（JAPEX）の協賛，
及び一般財団法人山形コンベンションビューローと日本
地球掘削科学コンソーシアム（J-DESC）の後援・協力を
得て，2017年3月2 ～ 5日に山形大学理学部において開
催された．その企画の段階で，放散虫研究集会論文集の
出版計画について検討がなされ，今回は合同大会の趣旨
に即して原稿を広く募集して微化石全般の特集とし，産
業技術総合研究所への共催の申請と合わせて「地質調査
研究報告」に出版の場を借りる運びとなった．

本号には16編の論文が収録されている．カテゴリー
別の内訳は，論文が5編，概報が2編，資料・解説が5編，
総説が1編，特別寄稿が3編となっている．以下，個々
の論文の目的や意義について簡単に紹介する． 

八尾 （2019）は，放散虫化石研究を牽引してきた著者
の50年にわたる研究の経緯が多角的に紹介されており，
中古生代放散虫化石の研究を詳細にたどることができる．
研究の経緯を年代順に記述し，また，中・古生代放散虫
化石の研究が急展開した背景について，「放散虫化石の
特性」，「研究手法の近代化」，「研究体制の組織化」，「情
報交換の組織化と国際化」という視点でまとめられてい
る．いわゆる‘放散虫革命’の歴史書とも呼べる解説であ
り，今後の研究を考える上でも有意義である．
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水谷 （2019）は，1970年代後半のPessagno, E. F. Jr.教授
との交流からインスピレーションを得て‘秩父古生層’の
放散虫研究を開始し，‘放散虫革命’の一翼を担った経緯
の回顧録である．新しい視点に立った研究が誕生し発展
してゆく過程で，どのような発想や苦労があったのかが
一人称視点で紹介されており，後進へのよい指南書とな
るものと期待される．

竹村 （2019）は，日本の地質学・微古生物学・付加体
地質学等の発展に重要な役割を果たしてきた「大阪微化
石研究会」及び「放散虫研究集会」についてのレビューで
ある．世代交代が進み，大阪微化石研究会やNOMの発
足や経緯について知る人が減少していることから，初期
の雰囲気を知る著者の手による歴史的な経緯の整理と紹
介は貴重な記録である．

Ozawa and Tanaka（2019）は，海洋酸素同位体ステージ
15（MIS 15：約60万年前）に形成された関東南部の地層
について，介形虫化石群集を用いて定量的に古水深と古
水温を求めており，更新世の日本列島の地史を明らかに
する上で重要な研究成果である．

鈴木ほか （2019）は，仙台市北東部に分布する海成上
部中新統の入

い り す が や

菅谷層・青
あ お そ

麻層・七
な な き た

北田層について，珪藻，
有孔虫，フィッション・トラック法を用いて堆積年代を
推定し，青麻層と周辺地域の青麻層相当層の間の対比上
の問題をほぼ解決したものであり，地域地質にとっての
重要性は高く，東北日本の地史編纂を前進させる成果と
いえる．

Muto et al. （2019）は，中部三畳系のコノドント層序と
放散虫層序との直接対比を目的に，すでに放散虫層序に
ついて研究のなされている大分県津久見地域の網代島
セクションと愛知県犬山地域の栗栖セクションの層状
チャートについてコノドント層序を明らかにした．三畳
紀の年代層序はアンモナイトとコノドントが国際基準に
用いられている．そのため，中部三畳系遠洋性チャート
の放散虫層序を国際基準の年代尺度に高精度で対比する
ことが，今回初めて可能になった．このように，本論文
は，微化石年代層序学の発展に大きく貢献する研究成果
といえる．

川谷ほか （2019）は，新潟県佐渡島の地質に関するも

第1表　これまでの微古生物学リファレンスセンター研究集会の一覧．最初の4回（2006 ～
2009年度）の名称は「MRC研究発表会」であった．2010年度以降「微古生物学リファレ
ンスセンター研究集会」の名称が使われている．

Table 1   List of previous Micropaleontological Reference Center meetings.

 開催年度  
Fiscal year 

開催年月日  
Date 

開催機関  
Venue 

1 2006 2007/3/1-3 

Mar. 1-3, 2007 
北海道大学理学部 

Faculty of Science, Hokkaido Univ. 
2 2007 2008/3/3-4 

Mar. 3-4, 2008 
北海道大学理学部 

Faculty of Science, Hokkaido Univ. 

3 2008 2009/3/2-4 

Mar. 2-4, 2009 
国立科学博物館新宿分館 

National Museum of Nature and Science (Shinjuku) 

4 2009 2010/3/17-19 

Mar. 17-19, 2010 
島根大学松江キャンパス 

Matsue Campus, Shimane Univ. 
5 2010 2011/3/3-5 

Mar. 3-5, 2011 
東北大学理学部 

Faculty of Science, Tohoku Univ. 

6 2011 2012/3/2-4 

Mar. 2-4, 2012 
東北大学理学部 

Faculty of Science, Tohoku Univ. 

7 2012 2012/11/16-18 

Nov. 16-18, 2012 
国立科学博物館つくば 

National Museum of Nature and Science (Tsukuba) 
8 2013 2014/2/28-3/2 

Feb. 28-Mar. 2, 2014 
海洋研究開発機構 横浜研究所 

Yokohama Institute, JAMSTEC 

9 2014 2015/2/27-3/1  
Feb. 27-Mar. 1, 2015 

高知大学朝倉・物部キャンパス 

Asakura/Monobe Campus, Kochi Univ. 

10 2015 2015/8/8-10  
Aug. 8-10, 2015 

東北大学理学部 

Faculty of Science, Tohoku Univ. 
11 2016 2017/3/2-4  

Mar. 2-4, 2017 

山形大学理学部 

Faculty of Science, Yamagata, Univ. 

12 2017 2018/3/2-4  
Mar. 2-4, 2018 

産業技術総合研究所つくばセンター 

Tsukuba Center, AIST 
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のであり，中部中新統鶴
つ る し

子層と，鶴子層から産する脊椎
動物化石に対して，放散虫化石から新たな年代学的制約
を与えるものであり，また，これまで日本で産出の知ら
れていなかった種の産出を認めている．このようなこと
から，地域地質への貢献に加えて，古生物地理学的にも
重要な研究である．

Ishida （2019）は，山形県酒田沖におけるプランクトン
ネット調査により得られた夏季の表層水中の放散虫群集
と，特徴種のSpongosphaera streptacanthaの形態について
報じたものである．日本海の第四紀堆積物の層序対比や
古環境解析に役立つ放散虫群集についての生態学的な理
解を深める情報を提供している．

内野・栗原 （2019）は，東北地方の北上山地で今世紀
に入り新しく定義された「根

ね だ も

田茂帯」における放散虫化石
の報告であり，海溝充填堆積物とみなされる礫岩から中
期デボン紀～前期石炭紀を示す放散虫化石を見出し，付
加年代に制約を与えた．これは日本で唯一の石炭紀付加
体である同帯の研究を発展させる上で重要な基礎データ
を提供している. 

原・原 （2019）は，5万分の1地質図幅調査に関連した
研究であり，生データを提供している．本論文では四国
東部馬

う ま じ

路地域の四万十帯白亜系付加コンプレックスの谷
山ユニットと牟

む ぎ

岐ユニットから新たに放散虫化石を報告
し，2つのユニットの年代の差に着目して白亜紀の北西
太平洋における海洋プレートの移り変わりを論じている．

Kamikuri （2019a, b）とMatsuzaki and Itaki（2019）は，北
太平洋の深海掘削コアから産出した放散虫化石の産
出報告であり，Kamikuri（2019a, b）は東赤道太平洋の
IODP Site U1335の下・中部中新統とカリフォルニア海
流域のODP Site 1021の中・上部中新統，Matsuzaki and 
Itaki(2019)は日本海のIODP Site U1425の上部中新統を対
象としている．いずれも多数の顕微鏡写真を提示してい
る．微化石に基づく年代論・古環境解析は，分類群の同
定を基礎としているため，同定の根拠となる写真を示す
ことは，後日第三者による検証を可能にするために重要
なことであり，その意味からもこれら3編の論文は海洋
地質学的に重要な文献となることが期待される．

久保田・田尻 （2019）は，海底堆積物や湖底堆積物の
長尺柱状試料を半永久的に保存するための樹脂包埋法の
解説であり，深海掘削コア試料を用いた適用例から有用
性や問題点を論じている．用いられた柱状試料は，統合
国際深海掘削計画により掘削された日本海の海底堆積物
コアであり，博物館での展示を目的に長さ約80 cmの堆
積物試料に対して試みられた．元のコアからの引きはが
しから薬品による固定まで詳細な手順が述べられており，
その技法は今後研究・教育・展示等への活用が期待でき
るものである．

Ito （2019）は，群馬県東部八王子丘陵に露出する，これ 
まで年代資料に乏しかったジュラ紀付加体からペルム

紀・三畳紀・ジュラ紀放散虫化石の産出を報告している．
この研究もまた，5万分の1地質図幅調査に関連したも
のであり，図幅編纂及び足尾山地における地質対比の議
論の基礎資料として注目される．　

本山（2019）は，本邦新第三系放散虫化石層序に関する
最近の進展を網羅的にレビューしている．古地磁気層序
との対比，北太平洋や日本海などの異なる海域の研究，
陸上の新第三系セクションへの適用などが飛躍的に前進
したことに加え，分類に関する整理も進んできた．日本
の新第三系放散虫層序学の進展を理解するだけでなく，
地質調査の事前検討や関連論文の検索等においても有用
な資料として活用できる．

これらの研究成果は，いずれも地道に積み上げられた
調査と試料分析に基づくもので地味な印象さえ受けるか
もしれないが，それのみで完結するというよりも，堆積
学・構造地質学・有機地球化学・物理探査等の関連分野
と連携することで一層威力を発揮するものと考えられる．
したがって，これらの成果を「地質調査研究報告」に集約
して出版することにより，今後の地質学的諸研究への応
用と発展に利することを期待したい．

謝辞：2016年度微古生物学リファレンスセンター研究集
会・第13回放散虫研究集会合同大会を成功裏に導いて
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